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一 緒 言

Fahraeusガ 妊 婦 二於 テ赤血球 沈降速度 ノ速進

スル事實 テ指摘 セ シ以來、此現象 二關 スル本態

的拉 二臨躰的研究 ハ甚 ダ旺 二行 ハ レ、其 業績報

告 ハ驚 クベ キ多数 テ算 ス。就 中肺結核 ノ領域 二

於 テ重要覗 セ ラレ、或 ハ病勢判 定 ノ上 二、或 ハ

治療 上 ノ指針 タラ シメ ン トシテ、 今 日二於 テハ

實際 的 二廣 ク慮用 セラル ・二至 レリ.

一 般的 二言 ヘバ肺結核 二於 テハ赤血球沈 降速度

ハ病竈 ノ廣狭、浸潤 ノ性質 、組織 崩壌 ノ多寡 二

癒 ジテ速遅 スル モ ノー シテ、廣範 ナル病竈 テ有

スルモ ノ・・小局所 ノ病竈 アルモ ノヨ リ速進著 シ

久 滲 出型 ノモ ノノ・檜殖型 ノモ ノニ於 ケル ヨリ

著 シク沈 降速進 ス。從 ッ テ 沈降速度 ノ著 明 二

速進 セルモ ノノ、、 ソノ程度 ノ著 シカラザル モ ノ

ヨ リ豫後不良 ナルベ キノ、概括 的 二認 メ得 ル所 ナ

リ^

我 今村 内科 二於 テハ特 二観 察 二便 ナル入院肺結

核 患者130症 例 二就 テ本 反癒 ト豫後 トノ關係 テ

考察 シ、赤血球沈 降速度 ガ肺結核 ノ豫後判 定上

重要 ナルー資料 タル コ トテ認 ノタ リ。(今村教授

「肺結核 ノ豫後」 日本鐵 道醤協會雑誌第19

巷 第9號 及 ビ大 阪署事新誌第4巻 第10號 参 照)。

偶 ヒ右 ノ観察 中二於 テ今村教 授 ハ若干 ノ非定型

的(或 ハ例外 的)ナ ル赤血球沈 降速 度 テ示 ス症例

テ指摘 シ、吾人 二其調査 テ命 ゼラ レタ リ。依 リ

テ吾人 ハ 斯 ル症例 ノー部 テ第11同 日本結核病

學會総 會 二於 テ報告 シタ リ。

抑 々 カ ・ル例外的赤 血球沈降速度 ラ 有 ス ル症
●例
二就 テハ就 二諸家 ノ報 告 アリ。1927年A.

Tillischノ ・開放性肺結核患者 ニ シテ赤 血球沈降

速度 ノ速進 テ見 ザル19症 例 テ報 告 シ、Wester-

grenハ 之 二追加 シテ彼 自身亦斯 ル症例2例 テ

有 ス ト述 ベ タ リ.又W.Jllig・ ・"Atypische

BlutsenkungsreaktionbeiLungentuberku-

lose"ト 題 スル論文 二於 テ(1)肺 結 核病竈 二比

シテ赤血球沈降速度 ノ速進甚 ダ高度 ナルモ ノ、
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(2)肺 所 見一比 シテ沈降速進 ノ軽度 ナルモ ノ、

合 セテ敷10例 ヲ'観察 シ其豫後 テ論 ジテ、前者 ハ

何等豫後 的 二不良 ナル ノ徴 二非 ズ、後者 ハ良好

ナ ル 豫後 テ示 スモ ノナ リ トセ リ。最 近 二至 リ

S.Berg亦 開放性肺結核患者 ニ シテ赤血球 沈降

速度 が正常或 ハ甚 ダ軽度 ノ速進 ヲ示 ス症例 ノ豫

後 ヲ'観察 シテ斯ル患者 ノ豫後ハ良好ナルモノ・

如 シト結論セリ。

余等ハ健康男子 二就 テ調査 シ更 二健康者及 ビ活

動性肺結核患者 二於テ非定形的赤血球沈降速度

テ示セル例 二於テ弦二記述セントス。

二 健康青年男子 ニ シテ赤血球沈降速度 が甚 シク速進 セル例

抑 々健康者 二於 ケル赤血球沈 降速度 ハ如何 ナル

値 テ示 スモ ノナル カ、試 二諸家 ノ経験 二徴 ス レ

バ次 ノ如 シ(第1表)。

第1表
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間 値)

木表 ノ示 スガ如 ク各實験者 二依 リテ多少 ノ差異

ア レドモ、女 性 二於 ケ ル沈降値 が男性 ノソレヨ

リモ梢k大 ナルハ各 ニ一致 スル所 ナ リ。

吾人 ・・大阪府某師範學校寄宿生230名(16歳 乃

第3表

至22歳)ノ 嚴密 ナル身禮検査 テ施行 シ(理 學的

所 見、 喀疾、糞便、尿 ノ検査、胸部 「レントゲ

ン」像,「 ツベ ルクリン」反癒等)コ レ二佐 リテ健

康 ナ リ ト認 ムルモ ノ172名 二於 ケル赤血球沈 降

速度 ヲ測定 シテ次 ノ結果 テ 得 タ リ(昭 和7年5

月 調査)。

(Westergren-K:atzノ 方法 二依 ル)

第2表
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最 大 4.8 80 44
一

最 小 1 2 1

而 テ此結果前掲 ノ昭和 ろ年度 二於 ケル今村 内科

調査 ノモ ノト近似 ス。

注 意 スベ キハ以 上 ノ健康者 ト認 メラル ・モ ノニ

シテ沈降速度 ノ中間値(Mittelwert)ガ20粍 以

上 ナルモ ノ6例(3.496)テ 得 タル コ トニ シテ、

第11同 日本結核病學會総 會 二於 テ既 二登表 シ、

次 デ今村教授 ガ「肺結核 ノ豫後 、ナル論文(前 掲)

二引用 セ ラレシ所 ナル ガ、更 一1年 後 ノ観察 テ

附記 シテ第3表 二表示 ス。
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此 中 ピル ケー氏反鷹陰 性ナ リシ第3例 及 ビ第5

例 二於 テハ2千 倍稀繹 「ツベル クリン」0.1耗 ノ

皮 内注射 テ試 ミタ リシニ、第3例 ハ陰 性、第5

例 ハ48時 間後 二中等度 ノ登 赤 テ認 メタリ。6例

共共後備1ケ 年 ノ経過 二於 テ罹患就躰 セ シモ ノ

ナ 久 昭和8年7月 ノ再検査 ニチハ赤血球沈降

速度 ハi誌ク健康 者 ノ平均、又 ハソ レニ近 キ値 二

復 セリ。

第7例 。■20歳 、男、罷重55.7、 身 長171.5、

胸 囲81、 肺 活量2900耗 ニ シテ風邪 ノ外蕃患 テ

知 ラズ。身禮検査 二際 シテ異常 アル テ認 ノズ。

唯尿中 二蛋 白 ノ痕跡 アル テ ミル ノミ。赤 沈1時

間27、2時 間59ニ シテ中間値28.3,ピ ル ケー氏

反慮 ハ陽性。4ケ 月後 二漁性肋膜 炎 ラ起 シテ慶

學 ス。

第8例.■20歳 男 、禮重57、 身長159,81

腹 固82、 肺 活量3500蝿 、 生来著患 テ知 ラズ。

剣道及競技 ノ選 手。 自量的拉:二他魔的 二病的徴

候 ナ シ。 ピル ケー氏反癒 陽性 ニ シテ赤沈1時 間

R、2時 間20 、 中 間値9、 然ル ニ6月 ヨリ肋膜 炎

テ起 シテ逡 二死 二終 ル。

三 非定型的赤血球沈降速度ヲ有スル活動性肺結核J症 例

活動性肺結核 アル患者 二於 テハ赤血球沈降速度

ノ、速進 セ ラル ・モ ノナ リ。然 レ ドモ無常 必 ズ シ

モ然 ルニ アラズ。

第9例 。■37歳 、 男、官吏。

昭和7年10月 血 痕1回 、微熱,咳 漱:ア リシモ約

2ケ 月 一 シテ白魔症 状清退 セル ラ以 テ職業 二就

カ ン トシ念 ノ爲来院受診 ス。雨肺尖部打診音短、

呼吸音粗 ナル外著攣 ナ シ。尿 中 二蛋 白 ノ痕跡 ヲ

認 ム。糞 便中 二蝸贔卵 アリ。 赤沈1時 間2、2

時 間11、24時 間75、M.W.3.7然 ル ニ喀:疾中

二結核 菌陽性 ニ シテ、「レン トゲ ン」像 二於 テノ・

両側 第三肋 間 ヨ リ上部 二著 明ナル細葉集籏性陰

影 ラ見、左第 一肋 間部 二於 テハ融 合 ノ傾 向 テ示

ス。肺 門部陰影著 明二籏大 ス。依 りテ休養 テ命

ジオキ タルニ從 ハズ シテ就業 ス。 タメニ病勢悪

化 シ4ケ 月後 二人院 セ シ時 ニハ38度 以 上 ノ弛

張熱 ア リ、喀疾、咳漱甚 シク臓痩加 ハル。「レン

トゲ ン」像 二於 テモ、左側第五肋間以上 ノ部 ハ全

ク滲出性陰:影 テ以 テ 占嫁 セ ラ レ漁性 唱ラッセ
,ル」

テi聴取 ス。 赤沈1時 間128、2時 間135、6週 間

:在院 セ シモ病勢 停止 セズ シテ退院 ス
。

第10例 。■41歳 。 男、會肚 員。

開放性肺結核。 昭和7年4月 血痕1同 、 自畳症

状 ヲ'鋏除 ス。右肺 各所 二少 数 ノ水泡音 出没 ス。

7月 入院。 赤 沈1時 間14、2時 間18、M.W.

11.7、 「レン トゲ ン」像 二於 テ右肺葉 全艦 二五ル

廣範 ナル滲 出型及増殖型陰影混在 シ左第一肋間

ニモ亦滲 出型 ノ細葉性 ノ陰影 ア リ。 入院時微熱

アリシモ5週 後 ノ退院時 ニハ全 ク消退 シ、退院

後 モ経 過良好 ニ シテ約1ケ 年後 二禮 重10冠 テ

増 シ赤沈1時 間値8、2時 間値19、24時 間84ト

ナ ル。

第11例 。■25歳 。男、畢生。

開放性肺結核。昭和7年6月 微熱 テ訴 ヘ テ來

院、「レントゲン」像 ニテ右肺尖部及第二肋間二

主増殖型 ノ細葉集籏性陰:影中等度 二存在 シ、且

右鎖骨下 二鳩卵大 ノ室洞形成 テ認 ム。右横隔膜

面波形 二曲歪 シ、肋膜炎性陰影中等度二存在ス。

昭和8年1月 入院。 當時赤沈1時 間3,2時 間

10、M.W.4、 右肺尖部二於 テ少数 ノ{熱性曜音テ

疎取 ス。人工気胸術 テ試 ミシモ肋膜癒著 アルタ

メカ空気 ラ途 入スル能 ハズ。專 ラ安静療法二依

リテ微熱退降 シ膿重約3冠 テ増加n3ケ 月後

退院。経過良好 ニシテ現在通學 ス。 赤沈1時 間

3、2時 間8、M.W.3.5(昭 和8年10月7日)

第12'修ヲ唖。■21歳 。男。

開放性結核。昭和7年10月 血痕数回、咳嚇、喀

疾軽度、倦怠感 アリ。右肺鎖骨上下窩部打診上

輕濁音ラ呈 シ、聴診上呼吸音粗 ニシテ呼気延長

ス。入院後二於 テ右肺所h二 散在 シテ少数 ノ漁
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性 曜 音 テ聴取 ス。微熱。 「レン トゲ ン」像 ニテ雨

肺上牛部 二主増殖型 ノ細葉小葉性陰影 中等度 二

存在 シ、右第一第二肋間部特 二著 明 ナ リ。赤沈

1時 間4、2時 間10、M.W.4.Ji約2ケ 月 ニ

シテ退院。病勢 ハ停止型 ナ リ。其 後観 察 ノ機 ヲ'

得 ズ。

第13例,■26歳 、丸

開放性肺結核。昭和7年8月 微熱 及 ビ左胸部 二

時 々鈍 痛 アリ。左肺尖部 二打 診」二抵抗 テ感 ジ1聴

診上呼吸音粗 ナリ.「 レントゲ ン」像 二於 テハ両

側肺尖部晴 雨困濁 テ示 シ殊 二右肺 尖部 二著明。

増殖型陰影 ナ リ.肺 門部陰影旗大 ス。右第五肋

間外側 二栂指頭大 ノ石 灰化 セル初期感染竈 テ認

ム。両側横隔膜波形 ラ示 シ且此部 二索状 ノ肋膜

炎性陰影 ラ見 ル。 右肺尖部 二於 テ少数 ノ{熱性曝

者出没 ス。沈降速度1時 間11、2時 間3?,24

時 間88、M.W.13.5,入 院 後経過良好 ニ シテ嘱

音ハ清失 シ、12月 二・・赤 沈1時 間3、2時 間6,

M.W.3、 但 シ微熱 八省存 ス。

第14例 。■31:歳 、 男、無職。

昭和7年1月 頃 ヨリ倦怠感、心悸先進、胸痛 ア

リ。10月 ヨ リ血痕 数回、 微熱、雨肺尖部打 診音

短 ニシテ聴診上呼吸音甚 グ シク粗。 「レン トゲ

ン」像 ニテ右肺第 四肋間 ヨリ上部 二 細葉集籏 性

陰影廣 ク存在 ス。 主檜殖型 ナ リ。左肺尖部 モ梢

咽 濁 ス。赤 沈1時 間2、2時 間8、M.W.3、

右肺鎖骨上下窩 二於 テ時h微 小 ナル漁性嘱音 テ

疎取 ス。退院後1ケ 年 尚加療 中ナル モ禮 重増 加

シ血痕 ラ喀 出 スル ゴ トナク、 自壁症状 殆 ド消退

スo

第15例 。■31歳 、 男、 店員。

(通院患者)昭 和7年6月2臥10日 及 ビ7月17

日二血痕。7月20日 二少量喀血 ス。・膿温 ハ36.7

度 テ超 スコ トナ シ。右肺尖部打 診音短 ニ シテ、

呼吸音 ハ粗 ニ シテ微弱、呼気 延長 ス。 且此部 二

於 テ僅数 ノ漁 幽羅音 ラ蕪 取 ス.「 レントゲ ン」像

二於 テ右鎖 骨下外 側 二早期浸潤陰影 テ見 ル
。沈

降速度1時 間 β、2時 間11、24時 間66一 シテ

M・W・5.2、 然 ルニ昭和8年2月 ノ「レン トゲ ン」

像 二於 テハ右側肺 ノ陰影 ハ著明 二増殖型 トナ レ

ル テ認 ム。 ソノ間血痕 ヲ喀出 セル コ ト1同 アリ

シモ一般黙 態及 ビ臨躰所見甚 グ佳良 トナ リ、良

性 ノ経過 ヲ'トル。昭和8年7月18日 ノ検査 ニ

テ赤沈 ・・1時 間3,2時 間8,M.W.3.5。

第16夙 ■28歳 、 男、電気 局員。

(通院患者)昭 和7年11月 初 旬相當量 ノ喀 血 ア

リ。其後数 日間血痕 ラ喀出 ス。登熟37.2度 、右

肺 尖部打診上短音 ニ シテ聴診上呼吸音粗 右乳階

ノ外側 二於 テ小 ナル水泡音 ラ…聴取 ス。「レントゲ

ン、像 二於 テハ左右肺尖部潤濁 シ、左鎖 骨下 二細

葉 小葉性 ノ陰影 テ認 ム。曾 殖滲 出混合型 ナ リ.

肺 門陰影ハ左右共著 明 二籏大 ス。両側肺下部 二

於 テ肋膜炎性索状陰 影著 明 ナ リ。且右側横隔膜

面 ハ著明 ナル波形 テ示 ス。 沈 降速度1時 間1,

2時 間3、24時 間55、M.W.1.2、 其 後 ノ経過

二於 テ途 二全 ク離苦 テ蕪取 セザル ニ至 ル
。喀.;

術 多 シ。 昭和8年3月 再 ピ相 當量 ノ喀血 テ見 タ

ルが其後 ハ全 ク喀血或 ハ血痕 テ喀 出 スル コ トナ

シ。 昭和8年7月 赤沈1時 間2、2時 間5、24時

間75、M.W.2.2、 「レン トゲ ン」像 二於 テモ左

鎖 骨下及他部 位 ノ陰影共 二者明 二増殖型 トナ レ

リ・禮 重増加 テ見ザルモ、登熟 ナ 久 全 ク慢性

良 性二経過 ス。

第17例.■31歳 女 、(通 院患者)

開 放性肺結核。 昭和7年4月 扁桃腺炎 二罹 リ高

熱 テ登 ス。婁交日ニ シテ角皐熱 セ シモ、 ソレ以後毎

,午 後 二微熱 テ訴 フルニ至 ル。且盗汗 アリ白帯下

テ訴 フ。右肺尖部打診音輕濁、聴 診上右肺尖部

ヨリ第 二肋 間 二至 ル間呼吸音粗 ニ シテ呼気 延長

ス。 右鎖 骨上窩部 二於 テ僅撒 ノ水泡音 ア リ。 右

肺 ノ下宇部 呼吸音弱 シ。 「レン トゲ ン」像 二於 テ

ノ・雨肺尖部?函濁 シ1特 二左側 二著 シ。右 肺門淋

巴腺陰影 中等度 二腫大 セルテ見 ル。赤沈、1時

間7、2時 間21、M.W.9、 其 後観察 ノ機 ラ得 ズ。

第18例 。■%歳 、男、機 開手 。

昭和4年 喀 血 シテ入院 シ略治 ノ上退 院 セ リ。 昭

和8年1月 感 冒二罹 リ、以後右胸部 二鈍痛 アリ.

i疲勢 シ易 シトイフ.2月27日 ノ 所見 二依 レバ
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右 肺尖部打診音 短 ニ シテ聴 診上水泡音 アリ。赤

沈1時 間8、2時 間25、24時 間76、M.W.10.7、

「レン トゲ ン」像 ハ右第二肋間外側部 二小指頭大

ノ増殖型 ノ陰 影散 在 シ、其 一部 ハ石灰沈著 ノ像

テ呈 ス。1ケ 年 牛後 ノ今 日二於 テ食慾良好 ニ シ

テ膿重増 加 シ、工場 火夫 トシテ就業、1日10時

間 ノ勢 働 二從 事 シテ疲弊 ヲ斑 エズ トィフ.

第19例.■52歳 、 女.(通 院 患者)

昭 和7年11月7日 朝突然血痕 テ喀 出。右鎖骨

下窩部打診 上輕濁 音 テ呈 シ、 呼吸音粗 ニ シテ呼

氣 延長 テ認 ム。 且少数水 泡音 テi聴取。右 肺背面

下部打診 音短 ニ シテ呼吸音甚 ダ粗 ナ リ.「レン ト

ゲ ン」像 二於 テ右肺門腺陰影 ノ腫大=著明 ナ リ。右

鎖 骨上下部 二細葉性 ノ陰影 ヲ認 ム。赤 沈1時 間

12、2時 間34、24時 間96、M.W.14.5、 其 後

再診 ノ機 テ有 セズ。 牛歳後 二 「至極肚健 二御座

候」トノ回答 二接 ス。

第20例.■29歳 女、文具商。

昭和7年11月 ヨ リ咳漱:、喀疾 テ綾 シ左胸部 二惨

痛 テ訴 フ。左右雨肺尖部打診上輕濁音 テ呈 シ、

i聴診上呼吸音甚 グ粗 ナ リ。且少数 ノ水泡音 ラ…聴

取 ス。 「レン トゲ ン」像 二於 テ両側鎖骨上部中等

度 二澗濁 ス。左第一・肋間部 二石灰化 セル細葉小

葉性陰=影 ノ散 在 セル テ認 ム。赤沈1時 間10,2

時 間22、24時 間90、M.W.10.5、 其 後観 察 ノ

機 テ得 ザ レ ドモ問合 セニ封 シ「異常 ナ シ」トノ回

答 テ得 タリ。

第2]例.■18歳 、 女.樋 騰 、者)

昭 和7年11月 頃 ヨリ微熱、喀疾、咳漱、肩凝、

頭痛 テ訴 フ.右 肺尖部鎖骨上下窩 二於 テ打診音

短 ニ シテii聴 診 上呼吸音粗 ニ シテ呼気延長 ス。

且此 ノ部 二微小 ナル水泡音 テ聴 取 ス。 「レン ト

ゲ ン」像 ニテ両側 肺門部陰 影接大 シ、右肺尖部亦

洞観 ス。右肺下部 二肋膜 炎性索状陰影 ア リ。赤

沈1時 間5i2時 間18、M.W.7、 其 後観察 ノ機

ラ得 ズ。

訴 フルモ ノニ シテ、其 ノ何 レニ於 テモ肺結核 が

活動性 ノ状態 ニア リ ト認 ムベ キモ ノナ リ。 内6

例(第9、10、11、12、13、17例)ノ ・喀:疾中二結核菌

ノ存在 テ見 タル開放性肺結核 患者 ナ リ。而 テ其

ノ赤血球沈 降速 度ハ13例 共 二、正常値 二死 シテ

全 ク速進 セラ レズ、或 ハ最輕度 ノ速進 テ見 ルノ

ミ。今試 ミニWestergren二 從 ヒテ沈降速度

ノ限界 テ健』康者1時 間男3mm.以 下 、女7mm.

以 下 トシテ此13症 例 テ 分類 ス レバ第4表 ノ如

シ 。

更 二其後 ノ経過 ヨリ豫後 的 二見 テ之 ラ総括 スレ

バ、甚 シキ悪化 テ來 セルモ ノ1例(第9例 、最近

消息 テ得 ズ。死 亡 セシニアラズヤ ト考 ヘ ラル)。

全 ク不 明 ノモ ノ2名(第17、21例)ア リ。

第4表

第1群{綴鐸

「結核菌 結核菌

陽性 舌陰性者
22

…　雛 輩

0
" 1

4 3

0
召

の
,一

0 の
回

0
ヨ 4

第9例 ヨリ第21例 二至 ル13症 例 ・・、或 ・・水泡

・音 ヲ聴取 シ
、或 ハ微熱 ア リ、或 ハ喀 血、血痕 ラ

合 計13名

コ ノ3例 テ除 ク残 りノ10例 ハ 何 レモ現 在迄 ノ

経過(初 診常時 ヨ リ9ケ 月乃至18ケ 月 テ経過 ス〉

二於 テ、少 ク トモ病勢進行 ノ徴 テ認 メズ。慢 性

二経過 シ、既 二筋 肉鼻衝 テ開始 シテ支障 ナキモ

ノ(第18暫lj)、 ヨ〔亘學 セルモ ノ(第11{列)ス ラ ア

リ。一般 二豫後 ハ良好 ナ リト考 ヘ ラル。

肺結核患者 二於 テ病竃 ノ活動性、或 ハ治療 ノ要

不要、及 ビ作業開始 ノ可否 テ決定 スル八景重大

ニ シテ、.之が判 定 ニハ慎重ナル練合 的判断 二俣

タザルベ カラサル所 ナ リ。 赤 血球沈降速度 テ

指針 ト シ テ 之 三顧 ミシ學 者亦紗 カラズ。即 チ

M廿rer一 且ollum・ ・臨休 的観察 ヨリシテ沈 降速度

ノ1時 間値 ガ..1-1粍 ノ範 園 ニ アル患者 ノ肺結

核 ハ停 止型 ニ シテ斯 ルモ ノハ作業 ラ開始 シテ可

ナ リ ト述 べ、Westergren及 ビKatzハ4乃 至

6週 間 二反復 シテ本反雁iテ検 シ、毎常正常値 ノ
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範 園 ニアルモ ノヘ モ早 ヤ治療 ラ要 セズ トノ見

解 テ持 ス。然 レ ドモ吾人 ガ弦 二塞 ゲタル症 例 ノ

如 ク、稀 ナ リ トハ難 モ活動 性肺結核患者 ニ シテ

赤血球沈降速度 ガ全 ク速 進 セズ或 ハ速進程度甚

ダ輕微 ナルモ ノア リ。

肺結核 ノ進展 ハ患 者 ノ生 活状態 ノ如何 二依 リテ

大 ナル影響 テ受 クベ シ、 カ ・ル故 ニー見健康 者

ニ シテ赤沈尋 常 ナルモ、近 キ將來 二於 テ嚢病、

逡 二死 二至 ルモ ノア リ。第8例 ノ如 キ赤沈 ノ中

間値9ニ シテ肋膜 炎後死 セ リ。 又第1例 ヨリ第

6例 二至 ル如 キー時的 二赤沈異常 二速 ナ リシモ

其後健康 テ保持 セルモ ノア リ.活 動性肺結核 ト

認 ムベ キモ ノー シテ赤沈 ガ尋常 ナルモ ノハー般

二言 ヘバ豫後良好 ナルモ、療養或 ハ生活 ノ如何

ニヨ リテ、此 ノ如 キモ ノニテモ病 勢 ノ悪 化 スル

モ ノナキニ シモ アラズ。即 チ第9例 ノ如 シ。

四 結 論

以上 ノ観察 二依 テ吾人 ハ次 ノ蹄結 二達 λ。

(1)本 邦 青年男子 ノ赤血球沈 降速度 ハ吾人 ノ測

定 二依 レバ(Westergren-Katzノ 方 法 ニテ)1

時 間7.1、2時 間16.7、 中 間値7.5ラ 以 テZF均

トス。

(2)臨 林 上拉 ビニ「レン トゲ ン」像 ニヨリテ健康

ト見倣 スベ キ青年男子 ニ シテ沈降速度 ガ異常 ナ

ル速進 テ示 スモ ノアリ(6例 、3.4%)。 ソ ノ原 因

ハ不明 ナリ。但 シ斯 ル速 進 バー時的 ニ シテ、 何

等豫後 ノ不良 ナルテ示 スモ ノニア ラズ。舷 二注

意 スベ キハ{黒性肋膜炎 ノ前期(又 ハ最初期)ナ ル

ゴ トア リ。

(`Dり)活動性肺結核患者 ニ シテ沈降速 度 ガ速 進 セ

ズ シテ健常者 ノ閾域 内一 アルモ ノア リ。斯 ルモ

ノハ病勢 停止 二向 ヘルテ意味 スル モ ノーシテ豫

後良好 ナル ノ徴 ナ リ。但 シ第9症 例 ノ示 ス如 ク

甚 ダ シキ悪化 テ來 セル例 アル テ以 テ、治療慶 止、

就業開始 ノ可 否 ノ決 定及 ビ其様式 二就 テ愼重 ナ

ル注意 テ要 ス。

欄 筆二臨 ミ今村教授 ノ御校閲 テ感謝致 シマス。
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